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○  本日の第６回有識者会議では、「トンネルによる大井川中

下流域の地下水への影響」に関して、第５回でＪＲ東海に

指示した化学的なデータや静岡市の解析結果等を用いた追

加の検討についての報告を受けた。 

○  これらによれば、 

・  静岡市の解析によれば、トンネル掘削による地下水位の

低下は、南にいくにつれて収束していく傾向にあり、椹島

付近ではトンネル近傍に比べ極めて小さい（前回示された

ＪＲ東海による解析とほぼ同様の結果であった）。 

・  地下水等の化学的な成分分析によれば、中下流域の地下

水は、上流域（椹島以北）の地下水によって直接供給され

ているわけではないと考えられる。 

との結果が示された。 

○  これらに加え、前回会議で確認された地下水位が扇状地

内全体としては安定した状態が続いていることを考慮する

と、中下流域の河川流量が維持されれば、トンネル掘削に

よる大井川中下流域の地下水量への影響は極めて小さいと

考えられることが科学的・工学的な見地から確認された。 

○  上記について、有識者会議からＪＲ東海に対し、利水者

等にわかりやすく説明するための水循環の概念図の作成等

するよう指示した。また、上記を継続的に確認するため、

化学的なデータについても、今後も引き続きモニタリング

を実施することをＪＲ東海に要請した。 

○  また、工事期間中に山梨県側に一定量のトンネル湧水が

流出することに関しては、次回に定量的な評価等について

議論することとなった。 

 


